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ス
イ
ス
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
か
ら
列
車
で
1
時
間
半

ほ
ど
の
距
離
に
あ
る
ア
ッ
ペ
ン
ツ
ェ
ル
は
牧
草
地
に

囲
ま
れ
た
ま
ち
。
ス
イ
ス
で
最
も
小
さ
な
州
で
あ
る

ア
ッ
ペ
ン
ツ
ェ
ル
・
イ
ン
ナ
ー
ロ
ー
デ
ン
準
州
（
人

口
1
万
６
千
人
）
の
州
都
だ
。
毎
年
4
月
の
最
終
日

曜
日
に
ラ
ン
ツ
ゲ
マ
イ
ン
デ
（
住
民
＝
州
民
総
会
）

が
開
か
れ
、
州
の
政
治
課
題
、
州
議
員
、
州
判
事
の

選
出
を
挙
手
で
決
め
る
。
直
接
民
主
制
の
原
点
だ
。

ラ
ン
ツ
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
起
源
は
中
世
に
あ
る
と
言
わ

れ
、昔
は
ス
イ
ス
の
８
つ
の
州
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、

現
在
で
は
こ
こ
と
人
口
４
万
人
の
グ
ラ
ー
ル
ス
州
の

２
州
だ
け
で
残
っ
て
い
る
。

庁
舎
前
広
場
に
は
有
権
者
で
あ
る
州
民
が
集
ま

り
、
議
案
ご
と
に
賛
成
か
反
対
か
を
挙
手
す
る
※
。

議
長
が
目
視
で
判
断
し
、
き
わ
ど
い
場
合
は
複
数
回

投
票
し
た
り
、
補
助
役
が
数
を
数
え
た
り
も
す
る
。

賛
否
対
立
が
予
想
さ
れ
る
も
の
は
、
賛
成
、
反
対
討

論
が
短
時
間
な
さ
れ
そ
の
後
投
票
が
行
わ
れ
る
。
投

票
の
秘
密
の
欠
如
と
い
う
短
所
が
あ
る
反
面
、
全
員

が
等
し
く
発
言
権
を
持
ち
、
ま
た
、
採
決
の
選
択
肢

が
投
票
箱
に
比
べ
て
多
元
的
で
あ
る
と
い
っ
た
長
所

が
あ
る
。

両
州
と
も
小
規
模
州
で
あ
り
、
ラ
ン
ツ
ゲ
マ
イ

ン
デ
に
は
多
く
て
も
５
千
人
程
度
が
集
ま
る
だ
け

だ
が
、
も
っ
と
人
口
の
多
い
自
治
体
で
は
物
理
的

に
無
理
が
あ
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
で
そ
れ
を
解
決
で
き
る
可
能
性
を
示
す
の
が�

D
ecidim

（
デ
シ
デ
ィ
ム
）
で
あ
る
。

D
ecidim

と
は
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
で
「
我
々

で
決
め
る
」
を
意
味
し
、
２
０
１
６
年
に
バ
ル
セ
ロ

ナ
で
開
発
さ
れ
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
多
様
な
市
民
の

意
見
を
集
め
、
議
論
を
集
約
し
、
政
策
に
結
び
つ
け

て
い
く
た
め
の
機
能
を
有
す
る
参
加
型
民
主
主
義
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ツ
ー
ル
で
、
フ
リ
ー
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

と
し
て
提
供
さ
れ
て
い
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
を
交
換
す
る
と
と
も
に
、
場
合
に

よ
っ
て
は
そ
こ
で
投
票
し
た
り
で
き
る
。
日
本
の
自

治
体
と
し
て
は
加
古
川
市
が
施
設
の
愛
称
募
集
、
駅

周
辺
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の
検
討
な
ど
に
積
極
的
に

導
入
し
て
お
り
、
そ
の
後
西
会
津
町
な
ど
に
広
が
り

つ
つ
あ
る
。
現
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
知
事
の
ギ
ャ
ビ

ン
・
ニ
ュ
ー
サ
ム
が
書
い
た
『
未
来
政
府
』（
原
題

は
“C

itizenville

”（
市
民
の
村
））（
邦
訳
は
拙
監

訳
で
東
洋
経
済
社
か
ら
発
行
）
に
は
、
参
加
型
予
算

の
例
な
ど
デ
ジ
タ
ル
を
使
っ
た
市
民
の
行
政
へ
の

直
接
参
加
の
事
例
な
ど
が
載
っ
て
い
る
。D

ecidim

も
ま
た
直
接
参
加
の
起
爆
剤
と
な
る
の
か
ど
う
か
、

し
ば
ら
く
そ
の
展
開
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

※�

グ
ラ
ー
ル
ス
の
場
合
は
事
前
に
送
付
さ
れ
た
黄
色
カ
ー
ド

を
持
っ
て
挙
手
す
る
。（
在
ス
イ
ス
日
本
国
大
使
館
Ｈ
Ｐ「
青

空
集
会
に
直
接
民
主
制
の
原
点
を
見
る
」）https://w

w
w
.

ch.em
b-japan.go.jp/itpr_ja/11_000001_00794.htm

l
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イ
ン
デ（
住
民
総
会
）とD
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（
デ
シ
デ
ィ
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早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
術
院
教
授

稲い
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継つ
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裕ひ
ろ

昭あ
き

政
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情�

報

情�
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随�

想
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
２
４
」�

　
「
新
し
い
資
本
主
義
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
及
び
実
行
計
画
」
に
つ
い
て

　

賃
上
げ
定
着
で
企
業
の
「
稼
ぐ
力
」
強
化
＝
25
年
度
に
Ｐ
Ｂ
黒
字
化
、
目
標
明
記
＝
�
�
�
�
⑵
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⑸

令
和
５
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町
村
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員
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協
火
災
・
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動
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共
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事
業
の
概
要
報
告
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⑺

町
村
ご
当
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キ
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じ
ま
ん
�
�
�
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�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⑽

「
消
滅
可
能
性
都
市
」
か
ら
の
脱
却　

　

│

「
千
年
続
く
循
環
す
る
ま
ち
づ
く
り
」

│

�
�
�
�
神
奈
川
県
二
宮
町
長　

村
田　

邦
子
�
⑾
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経
済
を
新
ス
テ
ー
ジ
へ

経
済
を
新
ス
テ
ー
ジ
へ

24
年
の
骨
太
方
針
に
は
「
賃
上
げ
と
投

資
が
け
ん
引
す
る
成
長
型
経
済
の
実
現
」

と
の
副
題
が
付
け
ら
れ
た
。
足
元
で
は
、

24
年
春
闘
で
33
年
ぶ
り
の
高
水
準
の
賃
上

げ
が
実
現
し
、「
企
業
の
成
長
期
待
や
投

資
の
見
通
し
も
高
ま
っ
て
い
る
」
な
ど
と

言
及
。
物
価
上
昇
を
上
回
る
賃
金
上
昇
を

達
成
し
、こ
れ
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
で「
日

本
経
済
を
成
長
型
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ

と
移
行
さ
せ
る
」と
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

賃
上
げ
の
定
着
に
向
け
て
は
、
全
世
代

を
対
象
と
し
た
リ
ス
キ
リ
ン
グ
（
学
び
直

し
）を
推
進
す
る
。働
く
人
の
技
能
を
高
め

て
成
長
分
野
へ
の
労
働
移
動
を
促
す
と
と

も
に
、
能
力
に
応
じ
た
仕
事
に
就
け
る
よ

う「
ジ
ョ
ブ
型
人
事
」の
導
入
を
後
押
し
す

る
こ
と
を
掲
げ
た
。
高
齢
者
や
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
な
ど
多
様
な
人
材
が
安
心
し
て
働
け

る
よ
う
、
労
働
環
境
の
整
備
も
行
う
。

一
方
で
、
デ
フ
レ
か
ら
脱
却
す
る
だ
け

で
は
、
豊
か
な
未
来
は
描
け
な
い
。
骨
太

方
針
で
は
、
経
済
・
財
政
や
社
会
保
障
を

持
続
可
能
な
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
人

口
減
少
が
本
格
化
す
る
30
年
代
以
降
も
、

国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
で
実
質
１
％
を

超
え
る
成
長
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
と

強
調
。
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
や
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｇ
Ｘ
）
を
は
じ
め

と
す
る
投
資
の
促
進
、
生
産
性
の
向
上
、

女
性
や
高
齢
者
の
労
働
参
画
拡
大
を
通

じ
、
潜
在
成
長
率
の
引
き
上
げ
を
目
指
す

方
針
も
示
し
た
。

岸
田
首
相
は
閣
議
決
定
に
先
立
ち
、
経

済
財
政
諮
問
会
議
な
ど
の
合
同
会
議
で
、

「
人
口
減
少
が
加
速
す
る
30
年
度
ま
で
が
、

経
済
構
造
変
革
の
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
。
多

く
の
世
代
、
次
の
世
代
が
未
来
に
希
望
を

持
て
る
経
済
社
会
を
実
現
し
て
い
く
」
と

決
意
を
述
べ
た
。

３３
年
ぶ
り
、
黒
字
化
明
記

年
ぶ
り
、
黒
字
化
明
記

国
・
地
方
の
Ｐ
Ｂ
黒
字
化
を
巡
っ
て
は
、

22
、
23
年
の
骨
太
方
針
で
、
従
来
掲
げ
て

い
た
25
年
度
に
黒
字
化
を
達
成
す
る
目
標

を
本
文
に
記
載
せ
ず
、「
財
政
健
全
化
の

『
旗
』
を
下
ろ
さ
ず
、
こ
れ
ま
で
の
財
政

健
全
化
目
標
に
取
り
組
む
」
な
ど
と
表
現

し
た
。
こ
の
間
に
政
府
は
、「
直
接
本
文

に
書
か
な
く
て
も
従
来
目
標
は
堅
持
し
て

い
る
」（
内
閣
府
の
担
当
者
）
と
の
立
場

だ
と
説
明
し
て
い
る
が
、
明
記
を
見
送
っ

た
の
は
自
民
党
の
積
極
財
政
派
に
配
慮
し

た
結
果
だ
。

Ｐ
Ｂ
は
財
政
健
全
化
に
向
け
て
、
政
策

的
経
費
を
ど
れ
だ
け
税
収
で
賄
え
る
か
を

表
す
指
標
。
24
年
の
骨
太
方
針
の
策
定
過

程
で
も
、
積
極
財
政
派
の
財
政
政
策
検
討

本
部
が
25
年
度
の
Ｐ
Ｂ
黒
字
化
に
つ
い
て

「
固
執
す
る
こ
と
を
断
固
反
対
す
る
」
と

政
府
は
６
月
21
日
、
２
０
２
４
年
の
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方

針
（
骨
太
の
方
針
）」
を
閣
議
決
定
し
た
。
今
は
「
デ
フ
レ
か
ら
完
全
に
脱

却
し
、
成
長
型
の
経
済
を
実
現
さ
せ
る
千
載
一
遇
の
歴
史
的
チ
ャ
ン
ス
」
だ

と
強
調
。
賃
上
げ
の
流
れ
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
で
、
消
費
の
増
加
と
投
資
の

拡
大
に
つ
な
げ
、
企
業
の
稼
ぐ
力
を
強
化
す
る
と
の
道
筋
を
示
し
た
。
新
た

に
25
～
30
年
度
の
６
カ
年
計
画
「
経
済
・
財
政
新
生
計
画
」
を
策
定
し
、
こ

の
中
で
国
・
地
方
の
基
礎
的
財
政
収
支
（
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
、
Ｐ
Ｂ
）

に
つ
い
て
、
25
年
度
の
黒
字
化
を
目
指
す
こ
と
を
明
記
し
た
。
地
方
の
一
般

財
源
総
額
に
関
し
て
は
、「
24
年
度
地
方
財
政
計
画
の
水
準
を
下
回
ら
な
い

よ
う
実
質
的
に
同
水
準
を
確
保
」す
る
方
向
性
を
盛
り
込
ん
だ
。こ
の
ほ
か
、

成
長
戦
略
「
新
し
い
資
本
主
義
」
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
（
全
体
像
）
と
実

行
計
画
も
改
定
し
た
。

「経済財政運営と改革の基本方針2024」「経済財政運営と改革の基本方針2024」
「新しい資本主義のグランドデザイン「新しい資本主義のグランドデザイン

及び実行計画」について及び実行計画」について
賃上げ定着で企業の「稼ぐ力」強化＝２５年度にPB黒字化、目標明記＝賃上げ定着で企業の「稼ぐ力」強化＝２５年度にPB黒字化、目標明記＝
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主
張
。
一
方
、
財
政
再
建
派
の
財
政
健
全

化
推
進
本
部
は「
Ｐ
Ｂ
黒
字
化
を
目
指
し
、

財
政
秩
序
の
回
復
に
向
け
た
取
り
組
み
姿

勢
を
示
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
」
と
訴

え
、
骨
太
の
文
言
を
巡
っ
て
綱
引
き
状
態

と
な
っ
て
い
た
。

今
回
は
岸
田
首
相
が
両
派
の
意
見
を
踏

ま
え
、「
経
済
あ
っ
て
の
財
政
」「
目
標
に

よ
り
マ
ク
ロ
経
済
政
策
の
選
択
肢
が
歪
め

ら
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
す
る
積
極
財
政

派
の
主
張
を
取
り
込
ん
だ
も
の
の
、
25
年

度
の
黒
字
化
目
標
も
３
年
ぶ
り
に
明
記

し
、
財
政
健
全
化
を
重
視
す
る
姿
勢
を
に

じ
ま
せ
た
。
日
銀
の
金
融
政
策
の
修
正
で

「
金
利
の
あ
る
世
界
へ
の
移
行
に
よ
る
利

払
い
費
増
加
の
懸
念
」
が
生
じ
て
い
る
こ

と
に
も
触
れ
、
日
本
の
財
政
に
対
す
る
市

場
の
信
認
を
確
保
す
る
必
要
性
を
強
調

し
た
。

た
だ
、
25
年
度
の
Ｐ
Ｂ
黒
字
化
を
達
成

す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
内
閣
府
は
24

年
１
月
、
歳
出
改
革
を
進
め
れ
ば
25
年
度

の
黒
字
化
が
視
野
に
入
る
と
の
試
算
を
公

表
し
た
が
、
こ
れ
は
高
い
経
済
成
長
率
の

実
現
を
前
提
と
し
た
も
の
。
今
後
の
利
払

い
費
の
増
加
を
踏
ま
え
れ
ば
、
Ｐ
Ｂ
黒
字

化
の
み
な
ら
ず
、
債
務
残
高
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比

の
安
定
的
な
引
き
下
げ
も
財
政
健
全
化
に

向
け
て
重
要
視
さ
れ
そ
う
だ
。

「
同
水
準
ル
ー
ル
」
は
継
続

「
同
水
準
ル
ー
ル
」
は
継
続

地
方
の
一
般
財
源
総
額
に
関
し
て
は
、

22
～
24
年
度
に
つ
い
て
、
21
年
の
骨
太
方

針
で
「
21
年
度
地
方
財
政
計
画
の
水
準
を

下
回
ら
な
い
よ
う
実
質
的
に
同
水
準
を
確

保
す
る
」
と
記
載
さ
れ
て
い
た
。
こ
の

ル
ー
ル
は
24
年
度
で
期
限
切
れ
と
な
る
こ

と
か
ら
、
今
後
の
取
り
扱
い
が
焦
点
と

な
っ
て
い
た
。

24
年
の
方
針
で
は
、
地
方
行
財
政
基
盤

の
強
化
に
向
け
、
従
来
と
同
様
の
実
質
同

水
準
ル
ー
ル
を
継
続
す
る
こ
と
が
決
ま
っ

た
。
併
せ
て
、
25
～
27
年
度
ま
で
の
３
年

間
に
つ
い
て
、
21
年
の
方
針
で
定
め
た
歳

出
改
革
努
力
を
継
続
す
る
こ
と
も
盛
り
込

ん
だ
。

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進

行
す
る
中
で
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
を
持

続
さ
せ
る
た
め
に
は
、
地
域
ご
と
に
異
な

る
将
来
の
人
口
動
態
を
念
頭
に
自
治
体
が

人
手
不
足
や
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
な
ど
に

対
応
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
だ
と
指
摘
。
地
域
に
お
け

る
人
へ
の
投
資
、
Ｄ
Ｘ
・
Ｇ
Ｘ
の
推
進
、

地
方
へ
の
人
の
流
れ
を
強
化
し
、
新
た
な

雇
用
創
出
に
取
り
組
む
と
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
地
方
税
源
の
偏
在
是
正
に

取
り
組
む
こ
と
も
明
記
し
た
。
近
年
、
東

京
都
が
豊
か
な
税
収
を
背
景
に
、
０
～
18

歳
の
都
民
に
月
額
5
０
０
０
円
の
支
給
を

始
め
た
ほ
か
、
高
校
授
業
料
の
実
質
無
償

化
、
保
育
料
の
無
償
化
対
象
の
拡
大
と

い
っ
た
子
育
て
支
援
を
充
実
さ
せ
て
い

る
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
地
域
間
格
差
が
広

が
る
と
、
東
京
一
極
集
中
が
さ
ら
に
進
む

と
し
て
、「
税
源
の
偏
在
性
が
小
さ
く
税

収
が
安
定
的
な
地
方
税
体
系
の
構
築
に
向

け
て
取
り
組
む
」
と
記
載
し
た
。

教
員
の
給
特
法
改
正
案
、
提
出
へ

教
員
の
給
特
法
改
正
案
、
提
出
へ

全
国
の
公
立
学
校
で
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
教
員
不
足
の
解
消
を
巡
っ
て

は
、
処
遇
改
善
に
向
け
た
教
職
員
給
与
特

別
措
置
法
（
給
特
法
）
改
正
案
を
25
年
の

通
常
国
会
に
提
出
す
る
こ
と
を
明
記
し

た
。
教
員
の
給
与
水
準
や
、
職
務
の
負
荷

に
応
じ
た
メ
リ
ハ
リ
あ
る
給
与
体
系
へ
の

見
直
し
を
検
討
し
、
教
員
の
処
遇
を
「
抜

本
的
に
改
善
す
る
」
と
強
調
。
ま
た
、
働

き
方
改
革
の
取
組
や
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
業
務
の

効
率
化
を
進
め
る
こ
と
で
残
業
時
間
を
縮

減
し
、
質
の
高
い
人
材
の
確
保
・
育
成
を

目
指
す
。

教
員
の
処
遇
を
巡
っ
て
は
、
中
央
教
育

審
議
会
（
文
部
科
学
相
の
諮
問
機
関
）
の

特
別
部
会
が
24
年
5
月
、
残
業
代
の
代
わ

り
に
基
本
給
の
４
％
を
上
乗
せ
支
給
し
て

い
る
「
教
職
調
整
額
」
に
つ
い
て
、「
10
％

以
上
」
に
引
き
上
げ
る
よ
う
提
言
し
た
。

現
行
の
一
律
４
％
の
上
乗
せ
は
、
１
カ
月

の
平
均
的
な
残
業
時
間
が
８
時
間
だ
っ
た

１
9
6
6
年
度
の
調
査
を
も
と
に
定
め
ら

れ
た
水
準
。
近
年
、
教
員
の
長
時
間
労
働

が
常
態
化
す
る
中
で
、
学
校
現
場
か
ら
引

き
上
げ
を
求
め
る
声
が
上
が
っ
て
い
た
。

増
額
の
場
合
、
約
50
年
ぶ
り
の
水
準
見
直

し
と
な
る
。

一
方
、
財
政
制
度
等
審
議
会
（
財
務
相

の
諮
問
機
関
）
は
24
年
5
月
に
ま
と
め
た

建
議
で
、
一
律
に
給
与
水
準
を
引
き
上
げ

る
の
で
は
な
く
、「
負
担
の
軽
重
に
応
じ

た
メ
リ
ハ
リ
あ
る
給
与
体
系
」
を
構
築
す

る
こ
と
で
教
員
の
処
遇
を
改
善
す
べ
き
だ

と
主
張
し
て
い
る
。「
教
職
調
整
額
」
に
、

教
員
特
有
の
手
当
な
ど
を
加
え
る
と
、
平

均
で
給
料
の
9
％
相
当
が
既
に
支
給
さ
れ

て
い
る
と
指
摘
。
教
務
主
任
や
学
年
主
任

な
ど
、
負
担
が
大
き
く
な
り
が
ち
な
教
員

へ
の
手
当
を
引
き
上
げ
る
こ
と
で
、
改
善

を
図
る
よ
う
要
請
し
た
。

骨
太
方
針
を
策
定
す
る
過
程
で
は
、
原

案
段
階
で
「
25
年
通
常
国
会
へ
給
特
法
改

正
案
の
提
出
を
検
討
す
る
」
と
記
載
さ
れ

た
部
分
が
、
最
終
調
整
で
「
教
職
調
整
額

の
水
準
を
少
な
く
と
も
10
％
以
上
に
引
き

上
げ
る
こ
と
が
必
要
な
ど
と
し
た
中
央
教

育
審
議
会
提
言
を
踏
ま
え
」、「
25
年
通
常
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国
会
へ
給
特
法
改
正
案
を
提
出
す
る
」
と

記
載
さ
れ
、
よ
り
引
き
上
げ
に
踏
み
込
ん

だ
表
現
へ
と
変
わ
っ
た
。

財
務
省
幹
部
は
「
具
体
的
な
水
準
は
さ

て
お
き
、
学
校
教
員
の
処
遇
改
善
は
必
要

だ
」
と
理
解
を
示
す
が
、
課
題
と
な
る
の

は
改
善
に
必
要
な
財
源
の
確
保
策
。
教
職

調
整
額
を
10
％
に
引
き
上
げ
る
場
合
、
公

費
負
担
は
年
間
で
2
１
０
０
億
円
程
度
増

え
る
と
の
試
算
が
あ
る
。
同
省
は
「
財
源

は
文
科
省
の
事
業
の
見
直
し
に
よ
り
捻
出

す
べ
き
だ
」（
同
）と
訴
え
て
お
り
、
年
末

に
向
け
て
、難
し
い
調
整
と
な
り
そ
う
だ
。

学
校
給
食
の
無
償
化
に
関
し
て
は
、「
課

題
整
理
な
ど
を
行
う
」
と
し
、
具
体
的
な

方
向
性
は
示
さ
な
か
っ
た
。

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は
結
論
先
送
り

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は
結
論
先
送
り

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
地
域
の
社

会
課
題
を
解
決
す
る
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

国
家
構
想
の
分
野
で
は
、
東
京
一
極
集
中

や
地
域
の
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
と
い
っ

た
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、「
国
民
的
議

論
の
下
、
強
い
危
機
感
を
持
っ
て
地
方
創

生
の
新
展
開
を
図
る
」
と
の
方
針
を
打
ち

出
し
た
。
先
端
技
術
の
社
会
実
装
に
取
り

組
む
モ
デ
ル
地
域
を
創
出
す
る
た
め
、
自

治
体
の
効
果
的
な
取
組
へ
の
支
援
を
重
点

化
す
る
ほ
か
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
や
高
速
大

容
量
規
格
「
5
Ｇ
」、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
基
盤
を
全
国
で
整
備
す

る
。光

フ
ァ
イ
バ
ー
に
関
し
て
、
政
府
は
世

帯
カ
バ
ー
率
を
27
年
度
末
ま
で
に
99
・

9
％
に
引
き
上
げ
る
目
標
を
掲
げ
て
お

り
、
条
件
不
利
地
域
に
お
け
る
設
備
の
維

持
管
理
費
用
を
支
援
す
る
交
付
金
の
対
象

区
域
を
24
年
度
中
に
指
定
す
る
方
針
を
実

行
計
画
に
盛
り
込
ん
だ
。
5
Ｇ
に
つ
い
て

も
、
30
年
度
末
に
人
口
の
99
％
を
カ
バ
ー

で
き
る
よ
う
条
件
不
利
地
域
で
の
基
地
局

整
備
を
進
め
る
。

こ
の
ほ
か
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
る
中

山
間
地
域
の
生
活
環
境
改
善
に
向
け
、
複

数
の
集
落
機
能
を
補
完
す
る
「
農
村
型
地

域
運
営
組
織
（
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
）」
な
ど
が

ス
マ
ー
ト
農
機
を
活
用
し
た
農
地
の
保
全

管
理
や
、
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
を

活
用
し
た
買
い
物
支
援
に
取
り
組
む
事
例

を
27
年
度
ま
で
に
１
5
０
地
域
創
出
す
る

こ
と
を
目
指
す
。

一
般
ド
ラ
イ
バ
ー
が
自
家
用
車
を
使
い

有
償
で
客
を
運
ぶ
「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
」
に

関
し
て
は
、
政
府
が
24
年
6
月
に
タ
ク

シ
ー
事
業
者
以
外
の
参
入
を
認
め
る
「
全

面
解
禁
」
に
向
け
た
方
向
性
を
示
す
見
通

し
だ
っ
た
が
、
自
民
党
内
で
賛
否
が
割
れ

た
ほ
か
、
国
土
交
通
省
や
公
明
党
に
反
対

論
が
根
強
く
、
結
論
が
先
送
り
さ
れ
た
。

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は
24
年
４
月
、
地
域
の

移
動
手
段
を
確
保
す
る
た
め
、
都
市
部
を

中
心
に
時
間
限
定
で
解
禁
さ
れ
た
。
骨
太

方
針
に
は
、「
安
全
を
前
提
に
、
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
を
全
国
で
広
く
利
用
可
能
と
す
る
」

と
記
載
し
た
一
方
、
全
面
解
禁
に
関
し
て

は
「
法
制
度
を
含
め
て
事
業
の
在
り
方
の

議
論
を
進
め
る
」
と
の
文
言
で
、
検
討
を

継
続
す
る
こ
と
と
し
た
。

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
抑
制

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
抑
制

持
続
可
能
な
観
光
立
国
の
実
現
に
向
け

て
、
地
方
を
中
心
と
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

誘
客
に
力
を
入
れ
る
方
針
も
示
し
た
。
日

本
固
有
の
温
泉
や
旅
館
、
食
や
歴
史
と

い
っ
た
観
光
資
源
を
磨
き
上
げ
る
ほ
か
、

体
験
型
の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
造
成
し
、

30
年
に
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
6
０
０
０

万
人
、
消
費
額
15
兆
円
を
目
指
す
こ
と
を

明
記
し
た
。

一
方
、
足
元
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
が
落
ち
着
き
、
円
安
も
追
い
風

と
な
っ
て
地
域
に
よ
っ
て
は
観
光
客
が
急

増
し
て
い
る
。
混
雑
に
よ
り
住
民
が
路
線

バ
ス
に
乗
れ
な
い
な
ど
、
生
活
や
自
然
環

境
に
影
響
が
及
ぶ
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

（
観
光
公
害
）
が
問
題
化
し
て
お
り
、
骨

太
方
針
で
は
、
未
然
防
止
や
抑
制
に
取
り

組
む
こ
と
も
盛
り
込
ん
だ
。

Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
を
推
進

Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
を
推
進

25
年
度
予
算
編
成
に
向
け
た
考
え
方
に

関
し
て
は
、
賃
上
げ
の
実
現
や
官
民
連
携

に
よ
る
投
資
の
拡
大
、
少
子
化
対
策
・
こ

ど
も
政
策
の
抜
本
的
強
化
と
い
っ
た
取
組

を
加
速
さ
せ
、「
重
要
政
策
課
題
に
必
要

な
予
算
措
置
を
講
じ
る
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
メ
リ
ハ
リ
の
効
い
た
予
算
編
成
と
す

る
」
と
の
方
針
を
示
し
た
。

ま
た
、
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
（
証
拠
に
基
づ
く
政

策
立
案
）を
推
進
し
、ワ
イ
ズ
ス
ペ
ン
デ
ィ

ン
グ
（
賢
い
支
出
）
を
徹
底
す
る
こ
と
も

盛
り
込
ん
だ
。
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
に
関
し
て
は
、

23
年
の
骨
太
方
針
で
も
予
算
編
成
に
お
い

て
取
り
入
れ
る
方
向
性
が
示
さ
れ
た
が
、

24
年
の
方
針
に
は
税
制
改
革
に
も
Ｅ
Ｂ
Ｐ

Ｍ
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
言
及
し
た
。

実
行
計
画
で
は
、
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
推
進
に

向
け
、
行
政
保
有
デ
ー
タ
の
利
用
制
約
を

緩
和
す
る
方
針
も
明
記
。
大
学
の
研
究
者

ら
が
学
術
研
究
な
ど
で
行
政
デ
ー
タ
を
利

用
し
、
そ
の
成
果
を
政
策
立
案
に
活
用
す

る
。
デ
ー
タ
の
利
用
・
提
供
方
法
や
、
個

人
情
報
保
護
法
を
踏
ま
え
た
実
務
的
な
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
と
い
っ
た
環
境
整
備
の

具
体
策
を
検
討
し
、
年
内
に
結
論
を
出
す

こ
と
も
示
し
た
。（
了
）

（
時
事
通
信
社　

内
政
部　

新
部
た
ま
み
）
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【
建
物
災
害
共
済
事
業
】

建
物
災
害
共
済
事
業
は
、
町
村
の
所
有
す
る

建
物
等
が
火
災
や
自
然
災
害
等
に
よ
っ
て
生
じ

た
損
害
を
相
互
救
済
す
る
た
め
、
昭
和
23
年
４ 

月
よ
り
地
方
自
治
法
第
２
６
３
条
の
２
（
相
互

救
済
事
業
経
営
の
委
託
）
の
規
定
に
基
づ
い
て

実
施
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
共
済
委
託
町
村
並
び
に
各
都
道
府

県
町
村
会
の
ご
理
解
と
多
大
な
協
力
を
得
て
事

業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
共
済
委
託
団
体
の

財
政
負
担
の
軽
減
を
は
か
り
、
共
済
委
託
物
件

の
加
入
推
進
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
年
度
の
共
済
基
金
分
担
金
収
入
59
億
３
、

８
６
０
万
余
円
等
を
含
む
経
常
収
益
合
計
は
、

１
０
０
億
４
、
１
９
７
万
余
円
で
、
共
済
金
27

億
９
、
７
７
８
万
余
円
を
含
む
経
常
費
用
は
68

億
８
、
２
５
０
万
余
円
と
な
り
、
異
常
危
険
準

備
金
の
繰
入
等
を
行
っ
た
結
果
、
当
期
一
般
正

味
財
産
増
減
額
は
18
億
7
、
８
１
２
万
余
円
の

増
と
な
り
ま
し
た
。
本
年
度
の
受
託
及
び
罹
災

状
況
等
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

１
．
受
託
状
況

本
年
度
の
受
託
実
績
は
、
表
⑴
の
と
お
り
。

受
託
件
数
は
２
５
７
、
３
７
１
件
で
、
前
年

度
比
8
０
８
件（
同
０
・
３
％
）の
増
と
な
っ
た
。

ま
た
、
共
済
責
任
額
は
前
年
度
比
７
１
３
億
余

円
（
同
０
・
3
％
） 

増
の
24
兆
3
、
９
５
０
億

余
円
と
な
り
ま
し
た
。
収
入
分
担
金
は
59
億
３
、

８
６
０
万
余
円
で
、
前
年
度
59
億
１
、
６
４
０

万
余
円
に
比
し
２
、
２
１
９
万
余
円
（
同
0
・

4
％
）
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

２
．
罹
災
状
況

本
年
度
の
罹
災
状
況
は
、
表
⑵
の
と
お
り
。

罹
災
件
数
は
２
、
６
４
７
件
で
、
前
年
度
比

３
６
１
件
（
同
12
・
0
％
）
の
減
と
な
り
、

支
払
共
済
金
は
９
０
８
万
余
円
（
同
０
・
３
％
）

減
の
27
億
９
、
７
７
８
万
余
円
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
収
入
分
担
金
59
億
３
、
８
６
０
万
余

円
に
対
す
る
損
害
率
は
47
・
1
％
と
な
り
ま

し
た
。

３
．
用
途
別
罹
災
状
況

用
途
別
の
罹
災
状
況
は
、
表
⑶
の
と
お
り
。

罹
災
件
数
は
、
学
校
関
係
施
設
に
次
ぎ
、
そ

の
他
施
設
が
多
く
、
社
会
教
育
・
文
化
施
設
、

体
育
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
が
続
い
て
い

ま
す
。

４
．
支
払
備
金

既
発
生
事
故
で
あ
っ
て
共
済
金
が
未
請
求

と
な
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
損
害
共

済
金
を
概
算
見
積
り
の
う
え
、
26
億
３
、
１
６

５
万
余
円
を
共
済
金
支
払
備
金
と
し
て
計
上

し
ま
し
た
。

表⑴　建物共済受託実績

区　　　分 令和５年度 令和４年度 比較増減 増減率

件　　　数 257,371件 256,563件 808件 0.3％

共済責任額 24,395,038,695千円 24,323,639,633千円 71,399,062千円 0.3％

収入分担金 5,938,604,879円 5,916,405,158円 22,199,721円 0.4％

表⑵　建物共済罹災状況

区　　　分 令和５年度 令和４年度 比較増減 増減率

件　　　数 2,647件 3,008件 △ 361件 △12.0％

支払共済金 2,797,781,817円 2,806,867,652円 △ 9,085,835円 △ 0.3％

損　害　率 47.1％ 47.4％ △ 0.3％ ―

（注）△印は減を示す。

表⑶　建物共済用途別罹災状況

用　途　別 件　　数 支払共済金 損　害　率

建　

物　

共　

済

学 校 関 係 施 設 525件（ 19.8％） 226,107,308円（ 8.1％） 3.8％（ 17.5％）

役 場 関 係 施 設 236　（ 8.9　） 168,002,001　（  6.0　） 2.8　（ 36.2　 ）

医 療 関 係 施 設 37　（ 1.4　） 29,716,248　（  1.1　） 0.5　（ 13.7　 ）

住 宅 施 設 148　（ 5.6　） 125,632,497　（  4.5　） 2.1　（ 32.8　 ）

社会教育・文化施設 349　（ 13.2　） 178,777,288　（  6.4　） 3.0　（ 22.0　 ）

福 祉 関 係 施 設 208　（ 7.9　） 210,859,190　（  7.5　） 3.6　（ 40.4　 ）

体育・レクリエーション施設 328　（ 12.4　） 344,815,362　（  12.3　） 5.8　（ 46.1　 ）

環 境 衛 生 施 設 327　（ 12.4　） 584,257,968　（  20.9　） 9.8　（ 83.6　 ）

そ の 他 施 設 489　（ 18.4　） 929,613,955　（  33.2　） 15.7　（119.7　）

合　　　　　　　計 2,647　（ 100　） 2,797,781,817　（ 100　） 47.1　（ ― ）

（注） 損害率は総分担金収入に対する用途別の損害率であり、（　）は各用途別区
分収入に対する用途別の損害率である。  
また、合計欄の損害率は総分担金収入に対する支払共済金総額の割合であ
り、用途別の損害率の合計ではない。

表⑷　建物共済災害見舞金給付状況
区　　　分 令和５年度 令和４年度 比較増減

件 数 82件 721件 △ 639件

災害見舞金給付額 229,581,619円 1,172,973,829円 △ 943,392,210円

（注）△印は減を示す。

一
般
財
団
法
人
全
国
自
治
協
会
は
、
地
方
自
治
法
第
２
６
３
条
の
２
の
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
有
建
物
の
災
害
共
済
事
業
及
び
公

有
自
動
車
の
損
害
共
済
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
去
る
令
和
６
年
６
月
19
日
開
催
の
理
事
会
に
お
い
て
、
令
和
５
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算

に
つ
い
て
承
認
を
得
た
こ
と
か
ら
、
次
の
と
お
り
そ
の
概
要
を
公
表
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
町
村
週
報
へ
の
掲
載
は
、
公
有
物
件
災
害
共
済
規
約
第
18
条
の
『
地
方
自
治
法
第
２
６
３
条
の
２
の
第
２
項
に
定
め
る
事
業
の
経

営
状
況
の
通
知
等
は
、「
町
村
週
報
」
に
掲
載
す
る
』
と
の
定
め
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

本
協
会
と
し
て
は
、
今
後
と
も
、
共
済
委
託
町
村
等
の
皆
様
方
の
財
政
の
安
定
に
資
す
る
べ
く
、
共
済
事
業
の
安
定
的
な
運
営
に
努
め
て

参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
継
続
的
に
ご
加
入
頂
き
ま
す
と
と
も
に
、
対
象
と
な
る
全
建
物
及
び
全
自
動
車
に
つ
い
て
、
ご
契
約
を
頂
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

公
有
物
件
災
害
共
済
事
業
の
概
要
報
告

令
　
和

５
年
度

一
般
財
団
法
人
全
国
自
治
協
会
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５
．
異
常
危
険
準
備
金

風
水
災
、
地
震
・
津
波
等
の
巨
大
災
害
リ
ス

ク
に
備
え
る
た
め
の
異
常
危
険
準
備
金
は
75
億

９
、
１
０
４
万
余
円
と
な
り
ま
し
た
。

６
．
災
害
見
舞
金

災
害
見
舞
金
は
、
自
然
災
害
（
地
震
・
噴
火
・

津
波
に
よ
る
損
害
）
に
対
し
て
給
付
し
ま
す
が
、

本
年
度
に
お
い
て
は
、
表
⑷
の
と
お
り
。

７
．
諸
積
立
金

本
年
度
末
に
お
け
る
基
金
積
立
金
（
財
産
収

入
を
も
っ
て
造
成
）及
び
運
営
準
備
積
立
金（
事

業
剰
余
金
の
積
立
）
の
総
額
は
３
８
３
億
４
、

４
４
０
万
余
円
と
な
り
、
そ
の
内
訳
は
、
基
金

積
立
金
３
４
６
億
５
、
８
３
２
万
余
円
、
運
営

準
備
積
立
金
36
億
８
、
６
０
７
万
余
円
と
な
り

ま
し
た
。

８
．
消
防
設
備
資
金
融
資

共
済
委
託
町
村
等
に
対
す
る
還
元
融
資
と
し

て
の
消
防
設
備
資
金
の
貸
付
状
況
は
表
⑸
の
と

お
り
。

【
自
動
車
損
害
共
済
事
業
】

自
動
車
損
害
共
済
事
業
は
、
町
村
が
管
理
、

使
用
す
る
自
動
車
に
つ
い
て
生
じ
た
損
害
及
び

自
動
車
に
よ
っ
て
生
じ
た
共
済
委
託
町
村
が
被

る
法
律
上
の
損
害
賠
償
額
を
相
互
に
救
済
す
る

た
め
、
建
物
災
害
共
済
事
業
と
同
様
、
地
方
自

治
法
第
２
６
３
条
の
２
（
相
互
救
済
事
業
経
営

の
委
託
）
の
規
定
に
よ
る
共
済
事
業
と
し
て
、

昭
和
33
年
10
月
に
発
足
し
、
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
間
、
共
済
委
託
町
村
並
び
に
各
都

道
府
県
町
村
会
の
ご
理
解
と
多
大
な
協
力
を
得

て
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
事
故
処
理

に
つ
い
て
委
託
団
体
に
代
っ
て
示
談
交
渉
を

行
う
な
ど
、
早
期
か
つ
適
正
な
解
決
に
努
め

て
い
ま
す
。

本
年
度
の
共
済
基
金
分
担
金
収
入
25
億
2
、

８
３
５
万
余
円
等
を
含
む
経
常
収
益
合
計
は
29

億
８
、
1
０
４
万
余
円
で
、
共
済
金
16
億 

１
、

７
７
５
万
余
円
等
を
含
む
経
常
費
用
は
26
億

5
、
９
５
５
万
余
円
と
な
り
、
異
常
危
険
準
備

金
の
戻
入
等
を
行
っ
た
結
果
、
当
期
一
般
正
味

財
産
増
減
額
は
、
２
億
４
、
６
１
５
万
余
円
の

減
と
な
り
ま
し
た
。
本
年
度
の
受
託
及
び
損
害

状
況
等
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

１
．
受
託
状
況

本
年
度
の
受
託
実
績
は
、
表
⑹
の
と
お
り

で
、
収
入
分
担
金
総
額
は
、
25
億
２
、
８
３

５
万
余
円
で
前
年
度
比
８
７
０
万
余
円 

（
0
・

3
％
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

共
済
種
別
毎
の
受
託
状
況
で
は
、
車
両
共
済

に
お
い
て
は
、
９
７
、
０
６
９
台
で
前
年
度
比

６
４
８
台
（
0
・
7
％
）
の
減
、
収
入
分
担
金

11
億
６
、
３
４
９
万
余
円
で
、
前
年
度
比
58
万

余
円（
0
・
1
％
）の
減
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

賠
償
共
済
に
お
い
て
は
対
物
賠
償
共
済
１
０

１
、
0
６
９
台
で
前
年
度
比
６
８
９
台
（
0
・

７
％
）、対
人
賠
償
共
済
１
０
０
、９
６
８
台
で
、

前
年
度
比
６
７
６
台
（
0
・
7
％
）
そ
れ
ぞ
れ

減
少
し
、
収
入
分
担
金
は
対
物
賠
償
共
済
８
億

９
、
０
４
４
万
余
円
で
前
年
度
比
４
６
４
万
余

円
（
0
・
5
％
）
の
減
、
対
人
賠
償
共
済
は
４

億
７
、
４
４
１
万
余
円
で
、
前
年
度
比
３
４
８

万
余
円
（
0
・
7
％
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

２
．
損
害
の
状
況

本
年
度
の
損
害
状
況
は
、
表
⑺
の
と
お
り
。

損
害
件
数
は
車
両
共
済
で
５
、
９
７
８
件
、

前
年
度
比
２
５
７
件
の
増
、
対
物
賠
償
共
済
は

１
、
４
０
８
件
、
前
年
度
比
1
件
の
増
、
対
人

賠
償
共
済
は
１
１
３
件
で
前
年
度
比
７
件
減
少

し
ま
し
た
。

ま
た
、
損
害
率
に
お
い
て
は
前
年
度
に
比
べ
、

車
両
共
済
が
10
・
4
％
、
対
物
賠
償
共
済
は

4
・
4
％
増
加
し
、
対
人
賠
償
共
済
は
29
・

5
％
減
少
し
ま
し
た
。

３
．
支
払
備
金

既
発
生
事
故
で
あ
っ
て
共
済
金
が
未
請
求
と

な
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
損
害
共
済
金

を
概
算
見
積
り
の
う
え
、本
年
度
支
払
備
金
と

し
て
２
５
５
件
２
億
4
、３
３
７
万
余
円
計
上

し
ま
し
た
。

４
．
異
常
危
険
準
備
金

大
事
故
支
払
リ
ス
ク
に
備
え
る
た
め
、
40
億

4
、
５
３
６
万
余
円
を
異
常
危
険
準
備
金
と
し

て
計
上
し
ま
し
た
。

５
．
諸
積
立
金

本
年
度
末
に
お
け
る
基
金
積
立
金
（
財
産
収

入
を
も
っ
て
造
成
）及
び
運
営
準
備
積
立
金（
事

業
剰
余
金
の
積
立
）
の
総
額
は
、
１
２
７
億
１
、

９
６
７
万
余
円
と
な
り
、
そ
の
内
訳
は
基
金
積

立
金
52
億
6
、
８
６
４
万
余
円
、
運
営
準
備
積

立
金
74
億
5
、
１
０
２
万
余
円
と
な
り
ま
し
た
。

表⑸　消防設備資金融資

貸 付 年 度 貸付件数 貸　付　額 償還済額 本年度末未償還元金

平成29年度 68件 2,444,100千円 2,187,762千円 256,338千円

平成30年度 73件 2,549,500千円 1,983,020千円 566,480千円

令和元年度 106件 3,397,600千円 2,066,232千円 1,331,368千円

令 和 2 年 度 57件 1,156,600千円 480,788千円 675,812千円

令 和 3 年 度 47件 863,600千円 182,658千円 680,942千円

令 和 4 年 度 51件 751,000千円 0千円 751,000千円

令 和 5 年 度 64件 797,200千円 0千円 797,200千円

合 　 　 計 466件 11,959,600千円 6,900,460千円 5,059,140千円

表⑹　自動車共済受託実績

区　　　分 車 両 共 済
賠　償　共　済

合　　　計
対　　　物 対　　　人

令
和
５
年
度

台　　 数 97,069台 101,069台 100,968台 299,106台

収入分担金 1,163,496,720円 890,443,880円 474,412,720円 2,528,353,320円
令
和
４
年
度

台　　 数 97,717台 101,758台 101,644台 301,119台

収入分担金 1,164,080,390円 895,088,030円 477,894,240円 2,537,062,660円

比
較
増
減
（
％
）

台 数 △648台 △689台 △676台 △2,013台
（△0.7％） （△0.7％） （△0.7％） （△0.7％）

収入分担金 △583,670円 △4,644,150円 △3,481,520円 △8,709,340円
（△0.1％） （△0.5％） （△0.7％） （△0.3％）

（注）△印は減を示す。

表⑺　自動車共済損害状況

区　　　分 車 両 共 済
賠　償　共　済

合　　　計
対　　　物 対　　　人

令
和
５
年
度

件 数 5,978件 1,408件 113件 7,499件

支払共済金 1,170,902,825円 359,416,919円 87,431,974円 1,617,751,718円

損 害 率 （100.6％） （40.4％） （18.4％） （64.0％）

令
和
４
年
度

件 数 5,721件 1,407件 120件 7,248件

支払共済金 1,050,230,414円 322,332,875円 229,012,840円 1,601,576,129円

損 害 率 （90.2％） （36.0％） （47.9％） （63.1％）
比
較
増
減（
％
）

件 数 257件 1件 △7件 251件

支払共済金 120,672,411円 37,084,044円 △141,580,866円 16,175,589円

損 害 率 （10.4％） （4.4％） （△ 29.5％） （0.9％）

（注）損害率＝支払共済金／収入分担金　
（注）△印は減を示す。
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事
業
概
要

本
組
合
は
、
消
費
生
活
協
同
組

合
法
に
準
拠
し
た
職
域
生
協
と
し

て
設
立
し
、
昭
和
29
年
4
月
よ
り

火
災
共
済
事
業
を
開
始
し
、
ま
た
、

町
村
職
員
保
有
の
自
動
車
に
よ
る

不
慮
の
自
動
車
事
故
に
よ
っ
て
生

ず
る
経
済
負
担
に
備
え
る
た
め
、

昭
和
42
年
4
月
よ
り
自
動
車
共
済

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

両
事
業
開
始
以
来
、
事
業
内
容

の
改
善
充
実
に
つ
と
め
、
協
同
互

助
の
精
神
に
基
づ
く
町
村
職
員
等

の
生
活
の
安
定
に
寄
与
す
る
こ
と

に
最
大
限
の
努
力
を
傾
注
し
、
今

日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
の
事
業
概
要

は
左
記
の
と
お
り
と
な
り
、

組
合
員
に
つ
い
て
は
、
前
年

度
比
1
、
2
0
9
人
の
減
と

な
り
ま
し
た
。
退
職
者
組
合

員
は
、
9
５
、
1
6
7
人
の

う
ち
2
、
3
4
8
人
が
令
和

５
年
度
中
に
退
職
者
組
合
員
と
な
り
、
亡
く
な
ら
れ

た
組
合
員
の
契
約
を
配
偶
者
が
引
き
継
い
だ
承
継
組

合
員
数
は
2
、
2
8
0
人
と
な
り
ま
し
た
。

火
災
共
済
事
業
は
、
契
約
件
数
7
2
、
2
6
8
件

で
前
年
度
に
比
し
1
、
2
５
8
件
（
1
・
7
％
）
減

少
し
、
共
済
掛
金
は
10
億
4
、
3
3
7
万
余
円
で
、

前
年
度
よ
り
2
、
3
0
５
万
余
円
（
2
・
2
％
）
の

減
と
な
り
ま
し
た
。
支
払
件
数
は
前
年
度
に
比
し
、

83
件
（
12
・
3
％
）
減
の
５
9
4
件
、
共
済
金
の
合

計
は
前
年
度
に
比
し
6
、1
9
9
万
余
円（
21
・
1
％
） 

増
の
3
億
5
、
５
9
５
万
余
円
と
な
り
、
こ
の
う
ち
、

地
震
等
災
害
共
済
金
は
令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
の

影
響
に
よ
り
、
件
数
及
び
支
払
い
と
も
増
の
84
件

3
、
6
3
9
万
余
円
で
し
た
。

風
水
雪
害
特
約
共
済
は
、
特
約
付
加
件
数
2
9
、

５
0
9
件
で
前
年
度
に
比
し
85
件
（
0
・
3
％
） 

減

少
し
、
特
約
共
済
掛
金
は 

3
億
6
、
0
2
1
万
余

円
で
、
前
年
度
よ
り
1
0
7
万
余
円
（
0
・
3
％
）

の
増
と
な
り
ま
し
た
。
支
払
件
数
は
前
年
度
に
比
し

1
4
9
件
（
53
・
2
％
）
減
少
し
、
共
済
金
の
合
計

は
前
年
度
に
比
し
1
億
2
、
4
7
8
万
余
円
（
49
・

3
％
）
減
の
1
億
2
、
8
3
1
万
余
円
と
な
り
ま

し
た
。

自
動
車
共
済
事
業
は
、
契
約
台
数
1
7
0
、

2
2
4
台
で
前
年
度
に
比
し
2
、
9
５
0
台
（
1
・

7
％
）
減
少
し
、
共
済
掛
金
は
44
億
4
、
8
7
3
万

余
円
と
な
り
、
前
年
度
よ
り
8
、
7
7
0
万
余
円

（
1
・
9
％
）
減
と
な
り
ま
し
た
。
支
払
件
数
は
前

年
度
に
比
し
3
4
8
件
（
7
・
3
％
）
増
の
5
、

1
4
1
件
、
共
済
金
に
お
い
て
は
前
年
度
に
比
し

4
、
6
0
1
万
余
円
（
2
・
9
％
）
増
の
16
億
2
、

7
3
3
万
余
円
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
度
に
お
け
る
剰
余
金
を
も
っ
て
す
る
利
用
分

量
割
戻
金
に
つ
い
て
は
、
火
災
共
済
は
27
・
98
％
、

風
水
雪
害
特
約
は
31
・
82
％
、
自
動
車
共
済
が
11
・

84
％
と
な
る
見
込
み
で
す
。

表 １　貸借対照表
令和６年３月31日現在

（単位：円）

資
　
産

現金及び預貯金 8,687,809,334
有価証券 17,356,484,905
未収収益 26,973,754
その他資産 445,659,357
業務用固定資産 129,983,095
繰延税金資産 1,969,537,000

合　　計 28,616,447,445

負
債
・
純
資
産

共済契約準備金 12,512,252,257
支払備金 1,699,778,000 
責任準備金 10,812,474,257 

その他負債 103,722,173
引当金 10,522,727

負 債 計 12,626,497,157
組合員出資金 1,533,737,300
法定準備金 7,026,852,650
大規模災害リスク積立金 4,875,360,567
事業リスク対応積立金 50,000,000
当期未処分剰余金 2,503,999,771

（うち当期剰余金） （1,164,876,752）
純資産計 15,989,950,288
合　　計 28,616,447,445

表２　損益計算書
令和５年４月１日から令和６年３月31日まで

（単位：円）

経
常
損
益

共済掛金収入 5,852,316,380
共済契約準備金戻入 5,306,938,984

支払備金戻入 1,495,387,134
資産運用収益 129,229,109
集金事務手数料収入 25,808,194
雑収入 6,940,819

合　　計 11,321,233,486

経
常
費
用

共済金支払額 2,111,608,256
見舞金等 790,000
共済契約準備金繰入 5,313,427,910

支払備金繰入 1,699,778,000
事業経費 2,639,446,852
雑損失 0

合　　計 10,065,273,018
経常剰余金 1,255,960,468
税引前当期剰余金 1,255,960,468
法人税等 87,751,716
法人税等調整額 3,332,000
当期剰余金 1,164,876,752
前期繰越剰余金 1,339,123,019
当期未処分剰余金 2,503,999,771

表３　令和５年度剰余金処分
令和６年３月31日現在

（単位：円）
１ 当期末処分剰余金 2,503,999,771
２ 剰余金処分額 1,033,285,187

法定準備金 0
利用分量割戻金 933,285,187
　火災共済割戻金 291,936,555
　風水雪害特約割戻金 114,618,998
　自動車共済割戻金 526,729,634
任意積立金 100,000,000
　大規模災害リスク積立金 50,000,000
　事業リスク対応積立金 50,000,000

３ 次期繰越剰余金 1,470,714,584

表 4　組合員数及び出資⼝数の状況

項　⽬ ４年度末
現在

５年度中増減 ５年度末
現在増加 減少 差引増減

組 合 員 数 161,387人 4,326人 5,535人 △1,209人 160,178人
現職組合員 66,073　 1,978　 3,040　 △1,062　 65,011　
退職者組合員

（うち承継組合員）
95,314　

（1,435）
2,348　
（871）

2,495　
（26）

△147　
（845）

95,167　
（2,280）

出 資 ⼝ 数 15,499,668⼝ 142,185⼝ 304,480⼝ △162,295⼝ 15,337,373⼝
（注） △印は減を示す。

表 5　火災共済加入状況
区　分 共済契約件数 契約⼝数 共済掛金

令和５年度 72,268件 17,549,793⼝ 1,043,375,820円
令和４年度 73,526　 17,771,202　 1,066,434,630　
比 較 増 減 △1,258　 △221,409　 △23,058,810　
増 減 率 △1.7％ △1.2％ △2.2％
令和３年度 74,855　 18,005,067　 1,080,713,850　
令和２年度 76,395　 18,328,489　 1,100,199,690　

（注）△印は減を示す。

表 6　風水雪害特約共済加入状況
区　分 特約付加件数 契約⼝数 特約共済掛金

令和５年度 29,509件 7,192,897⼝ 360,210,550円
令和４年度 29,594　 7,177,641　 359,132,130　
比 較 増 減 △85　 15,256　 1,078,420　
増 減 率 △0.3％  0.2％ 0.3％
令和３年度 29,531　 7,118,672　 356,161,930　
令和２年度 29,610　 7,116,675　 356,347,710　

（注）△印は減を示す。

町
村
職
員
生
協
火
災
・
自
動
車
共
済
事
業
の
概
要
報
告

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
が
実
施
し
て
い
る
火
災
共
済
及
び
自
動
車
共
済
の
令
和
５
年
度
事
業

概
要
及
び
決
算
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
６
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た
総
代
会
の
議
決
を
得
ま
し
た
の

で
、
定
款
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
公
告
い
た
し
ま
す
。

令
　
和

５
年
度
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表 8　火災共済金支払状況

区　分
火災共済金

（内　地震等災害共済金） 臨時費用共済金 残存物取片づけ費用共済金 失火見舞費用共済金 合　計
件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額

令 和 ５ 年 度 594件
（84）

319,854,613円
（36,395,000） 511件 29,467,513円 152件 6,629,922円 0件 0円 355,952,048円

令 和 ４ 年 度 677　 256,843,377　 669　 30,362,926　 243　 6,180,996　 1　 573,195　 293,960,494　
比 較 増 減 △83　 63,011,236　 △158　 △895,413　 △91　 448,926　 △1　 △573,195　 61,991,554　
増 減 率 △12.3％ 24.5％ △23.6％ △2.9％ △37.4％ 7.3％ －　 －　 21.1％
令 和 ３ 年 度 512　 234,861,952　 512　 28,146,483　 178　 5,976,384　 1　 200,000　 269,184,819　
令 和 ２ 年 度 479　 338,913,563　 480　 35,273,133　 158　 8,325,269　 2　 266,666　 382,778,631　

（注）△印は減を示す。

表 9　風水雪害特約共済金支払状況

区　分 特約共済金 臨時費用共済金 残存物取片づけ費用共済金 合　　計件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額
令 和 ５ 年 度 131件 110,264,407円 131件 16,392,410円 42件 1,662,763円 128,319,580円
令 和 ４ 年 度 280　 217,314,298　 280　 32,084,780　 109　 3,710,097　 253,109,175　
比 較 増 減 △149　 △107,049,891　 △149　 △15,692,370　 △67　 △2,047,334　 △124,789,595　
増 減 率 △53.2％ △49.3％ △53.2％ △48.9％ △61.5％ △55.2％ △49.3％
令 和 ３ 年 度 211　 165,874,013　 211　 24,719,855　 78　 2,019,190　 192,613,058　
令 和 ２ 年 度 202　 341,523,479　 202　 46,313,931　 70　 3,704,796　 391,542,206　

（注）△印は減を示す。

表10　自動車共済金支払状況

区　分 対物賠償共済 対人賠償共済 合　　計
件　数 共 済 金 件　数 共 済 金 件　数 共 済 金

令 和 ５ 年 度 4,506件 1,259,375,099円 635件 367,961,529円 5,141件 1,627,336,628円
令 和 ４ 年 度 4,163　 1,045,359,406　 630　 535,958,324　 4,793　 1,581,317,730　
比 較 増 減 343　 214,015,693　 5　 △167,996,795　 348　 46,018,898　
増 減 率 8.2％ 20.5％ 0.8％ △31.4％ 7.3％ 2.9％
令 和 ３ 年 度 4,114　 1,031,263,214　 601　 388,129,333　 4,715　 1,419,392,547　
令 和 ２ 年 度 4,389　 1,081,846,638　 671　 780,137,970　 5,060　 1,861,984,608　

（注）△印は減を示す。

表11　自動車共済臨時費用支払状況

区　分 傷　　害 死　　亡 合　　計
件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額

令 和 ５ 年 度 23件 690,000円 1件 100,000円 24件 790,000円
令 和 ４ 年 度 16　 480,000　 4　 430,000　 20　 910,000　
比 較 増 減 7　 210,000　 △3　 △330,000　 4　 △120,000　
増 減 率 43.8％ 43.8％ △75.0％ △76.7％ 20.0％ △13.2％
令 和 ３ 年 度 17　 510,000　 3　 300,000　 20　 810,000　
令 和 ２ 年 度 28　 840,000　 5　 500,000　 33　 1,340,000　

（注）△印は減を示す。

表 7　自動車共済加入状況
区　分 契約台数 共済掛金

令 和 ５ 年 度 170,224台 4,448,730,010円
令 和 ４ 年 度 173,174　 4,536,436,170　
比 較 増 減 △2,950　 △87,706,160　
増 減 率 △1.7％ △1.9％
令 和 ３ 年 度 176,023　 4,625,675,820　
令 和 ２ 年 度 178,668　 4,707,783,590　

（注）△印は減を示す。
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　地方公共団体の経営・財務マネジメントを強化し、財政運営の質の向上を図るため、総務省と地方公共団体
金融機構の共同事業として実施している「地方公共団体の経営・財務マネジメント強化事業」について令和６
年度も支援分野を拡充して実施しています。ぜひご活用ください。
※�第３次募集（７月開始）より、課題対応アドバイス事業及び課題達成支援事業の対象団体として、都道府県を追加しています。

① アドバイザーの謝金・ 旅費は、地方公共団体金融機構が負担し、直接支払います。
② �アドバイザーは、自治体職員・OB、公認会計士、医師、学識経験者等の専門的人材が務め、それぞれの団体が選択

します。

　令和５年度は約 900 件・2,600 回を超える派遣を行い、ご活用いただいた団体からは、�「予算措置なしでアドバイス
を受けられることはありがたい」�「標準化 PMOへの入力を予定より早いスケジュールで進めることでき、時間に制約が
ある標準化に向けた作業が大幅に進み助かった」といった声をいただいています。それぞれのニーズに応じて、ぜひご
活用ください。

● 令和６年度は切れ目なく申請を受け付けます。
● �支援決定は残り２回（10月・１月）を予定しています。
※�派遣日程等は、申請受付後でも変更可能です（活用が見込まれる場合には、
計画ベースで申請を行っていただいて差し支えありません。）。

　�支援決定前でも、申請内容について確認ができたものは、内示を行うこと
で、事業実施可能です。

● �JFMホームページにおいて、
「実施の手引き」など、関係
資料を掲載中！

● �活用事例も紹介しています。
ぜひご確認ください。

※�申請に際しては、本事業のWebシステムをご利用いただきます。
使い方等については、下記HPで公表しているマニュアルを参考
にしてください。

▼　地方公共団体の経営・財務マネジメント強化事業

経営・財務マネジメント強化事業 検索

https://www.jfm.go.jp/support/development/keieizaimu.html

令和６年度　地方公共団体の経営・財務
マネジメント強化事業の第３次募集申請受付中です！

お問い合わせ先

（１）支援分野　※⑦は啓発・研修事業のみで実施

アドバイザーを派遣する支援分野
① 公営企業・第三セクター等の経営改革に関すること
　・DX・GXの取組　・経営戦略の改定・経営改善
　・公立病院経営強化プランの改定・経営強化の取組
　・上下水道の広域化等　・第三セクターの経営健全化

② 公営企業会計の適用に関すること

③ 地方公会計の整備・活用に関すること

④ �公共施設等総合管理計画の見直し・実行に関すること（公共
施設マネジメント）

⑤ 地方公共団体のDXに関すること
　・情報システムの標準化・共通化
　・DX の機運醸成（拡充）
　・外部デジタル人材の確保（拡充）
　・セキュリティ対策（拡充）　　等

⑥ 地方公共団体の GX に関すること（拡充）　
　・地域共生・地域裨益型再エネの立地
　・脱炭素型まちづくり　等

⑦ 首長・管理者向けトップセミナー

（２）支援の方法

課題対応
アドバイス
事業

市区町村・公営企業・都道府県が直面する課題
に対して、当該課題の克服等、財政運営・経営
の改善に向けたアドバイスを必要とする場合に
団体の要請に応じて派遣

課題達成
支援事業

政策テーマの実施に当たり、知識・ノウハウが
不足するために達成が困難な市区町村・公営企
業・都道府県に、技術的・専門的な支援を行う
ために派遣

啓発・
�研修事業
（都道府県）

都道府県が市区町村・公営企業の啓発のため、
支援分野の研修を行う場合に派遣

本事業のポイント

活用団体の声

１

２

事業概要

申請期間（２月末～ １２月末）

☎ 地方支援部 調査企画課：03-3539-2676   　📧 chihoushien@jfm.go.jp 

１

２

3

町 村 週 報 （第三種郵便物認可） 第3288号9　2024年（令和 6年） 7月29日

情　報

p09 3288 金融機構広告「マネジメント強化事業」7月.indd   9p09 3288 金融機構広告「マネジメント強化事業」7月.indd   9 2024/07/23   14:19:342024/07/23   14:19:34



（第三種郵便物認可） 町 村 週 報 2024年（令和 6年） 7月29日　10第3288号

イ
ノ
ブ
ー
タ
ン
大
王

イ
ノ
ブ
ー
タ
ン
大
王

町 村 週 報8　令和0年0月0日 （第三種郵便物認可） 第0000号

ご当地自慢のおいしいものや伝統行事を身にまとい、
体を張ってPRしているご当地キャラたちを紹介するコーナーです。
今回は、中ブロック（北信・東海・近畿）からピックアップ。

特産品だけじゃない！
文化・歴史を身にまとって観光大使 !!

　「
す
な
丸
」
は
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン

と
名
前
を
そ
れ
ぞ
れ
公
募
し
、
平
成
25
年

（
2
0
1
3
年
）
4
月
27
日
に
誕
生
し
ま
し
た
。

翌
年
2
月
11
日
の
「
廣
瀬
神
社
の
砂
か
け
祭
」

の
際
に
バ
ー
ス
デ
ー
イ
ベ
ン
ト
を
同
時
開
催

し
、
お
披
露
目
と
な
り
ま
し
た
。「
廣
瀬
神
社

の
砂
か
け
祭
」
の
祭
事
を
執
り
行
う
「
田た

人ひ
と

」

の
装
束
を
身
に
つ
け
、「
牛
」
役
の
お
面
を
頭

に
載
せ
て
い
て
、
お
面
に
は
町
特
産
品
の
「
ブ

ド
ウ
」
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。「
す
な
丸
」

の
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
て
い
る
こ
の
祭
事
は
御

田
植
祭
の
一
種
で
、
雨
に
見
立
て
た
砂
を
か
け

合
う
こ
と
で
五
穀
豊
穣
を
祈
る
神
事
で
あ
り
、

河
合
町
指
定
の
無
形
民
俗
文
化
財
で
す
。
毎

年
、
2
月
の
「
廣
瀬
神
社
の
砂
か
け
祭
」
は

も
ち
ろ
ん
、
8
月
の
「
ふ
る
さ
と
祭
り
」
等
、

町
の
イ
ベ
ン
ト
や
近
隣
市
町
村
の
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
て
い
る
「
す
な
丸
」。
語
尾
に
「
～

す
な
」
と
付
け
る
話
し
言
葉
で
、
こ
れ
か
ら

も
町
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　
昭
和
56
年
（
1
9
8
1
年
）、
す
さ
み
町
の

活
性
化
と
、
町
特
産
品
の
「
イ
ノ
ブ
タ
（
猪
の

父
と
豚
の
母
の
一
代
交
配
種
）」
を
P
R
す
る

た
め
に
、
競
馬
の
よ
う
に
「
イ
ノ
ブ
タ
」
を
走

ら
せ
て
、
1
、
2
着
を
あ
て
る
と
い
う
「
イ
ノ

ブ
タ
ダ
ー
ビ
ー
」
の
第
1
回
を
開
催
し
ま
し

た
。
す
さ
み
町
も
「
イ
ノ
ブ
タ
」
も
、
徐
々
に

認
知
度
が
上
が
る
中
、
昭
和
61
年
（
1
9
8
6

年
）
に
、
パ
ロ
デ
ィ
ー
国
家
「
イ
ノ
ブ
ー
タ
ン

王
国
」
を
建
国
し
、
そ
の
象
徴
と
し
て
、「
イ

ノ
ブ
ー
タ
ン
大
王
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
2

年
後
に
「
キ
ラ
ラ
王
妃
」
と
結
婚
し
、
平
成

28
年
（
2
0
1
6
年
）
に
は
待
望
の
王
子
「
す

さ
み
ん
」
も
誕
生
し
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
、
筆

頭
執
事
の
「
サ
ミ
ー
君
」
や
そ
の
フ
ィ
ア
ン
セ

「
イ
ブ
ち
ゃ
ん
」
等
、
イ
ノ
ブ
ー
タ
ン
王
国
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
も
増
え
て
い
ま
す
。「
イ
ノ
ブ
ー

タ
ン
大
王
」
は
、「
キ
ラ
ラ
王
妃
」
と
共
に
王

国
を
守
り
な
が
ら
、
す
さ
み
町
の
観
光
P
R
に

も
尽
力
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

2月11日生まれの「砂かけ祭」が大好きな
子どもの姿をした精霊。人懐っこく、天真
爛漫で好奇心旺盛だが、いたずら好きな一
面もある。いつも手に持っている鋤で田を
耕し、田植えをするのが得意。好きな言葉
は、「五穀豊穣」。

王
国
最
高
機
密
の
た
め
、
誕
生
日
や
年
齢
は
非
公
表
。
1
9
8
6

年
5
月
4
日
の
イ
ノ
ブ
ー
タ
ン
王
国
建
国
以
来
、
大
王
を
務
め

る
。
話
し
言
葉
は「
ブ
ヒ
ブ
ヒ
ー
」だ
が
、王
国
通
訳（
紀
陽
銀
行
・

周
参
見
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
長
）
が
す
べ
て
大
王
の
お
言
葉

を
訳
す
。

2011年11月12日生まれ。穏やかな性格のキ
ノコの妖精。趣味は、森林浴。食べられるも
のはなんでも好きだが、毒キノコは嫌い。好
きな色は、青。好きな言葉は、「あっ！青木村」。

　
平
成
23
年
（
2
0
1
1
年
）、
青
木
村
の
観

光
P
R
を
目
的
と
し
た
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
一
般
公
募
し
た
と
こ
ろ
、
1
6
0
点
も

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
選
考
委
員
会
に
て

28
点
ま
で
し
ぼ
り
、
住
民
投
票
の
結
果
誕
生

し
た
の
が
「
ア
オ
キ
ノ
コ
ち
ゃ
ん
」
で
す
。
村

特
産
品
の
キ
ノ
コ
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
お
り
、

頭
部
に
は
村
章
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
年
11
月
12
日
に
開
催
さ
れ
た
「
青
木
村
産

業
祭
」
に
て
お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。「
道
の

駅
あ
お
き
」
に
「
ア
オ
キ
ノ
コ
ち
ゃ
ん
像
」
が

あ
る
ほ
か
、「
ア
オ
キ
ノ
コ
ち
ゃ
ん
ク
ッ
キ
ー
」

や
「
ア
オ
キ
ノ
コ
ち
ゃ
ん
焼
き
」、「
ア
オ
キ
ノ

コ
ち
ゃ
ん
大
福
」
等
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
活
用

し
た
商
品
が
多
数
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
村

役
場
で
は
、
商
工
観
光
移
住
課
会
計
年
度
任

用
職
員
と
し
て
働
い
て
い
て
、
電
話
対
応
の
ほ

か
、
時
に
は
村
長
に
意
見
す
る
こ
と
も
あ
る
の

だ
と
か
。
こ
れ
か
ら
も
、
青
木
村
の
観
光
振

興
の
た
め
の
活
動
に
従
事
し
て
い
き
ま
す
。

和歌山県すさみ町

奈良県河合町

長野県青木村

ま
る

だ
い  

　お
う

す
な
丸

す
な
丸

Vol.148
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回
は
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九
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縄
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「
消
滅
可
能
性
都
市
」
こ
の
セ
ン
セ
ー

シ
ョ
ナ
ル
な
烙
印
と
共
に
、
10
年
前
、
二

宮
町
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
二
宮
町
は
神

奈
川
県
の
相
模
湾
に
面
し
た
、
東
西
南
北

約
３
㎞
、
面
積
約
９
㎢
、
人
口
約
２
６
、

８
０
０
人
の
小
さ
な
町
で
す
。
そ
れ
か
ら

10
年
、
職
員
、
町
民
と
共
に
移
住
定
住
政

策
を
進
め
、
今
回
、「
消
滅
可
能
性
都
市
」

か
ら
外
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

間
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、
オ
ン
ラ
イ

ン
移
住
相
談
会
を
毎
月
開
催
し
続
け
ま
し

た
。
二
宮
町
の
相
談
会
の
特
徴
は
、
職
員

の
説
明
だ
け
で
は
な
く
、
相
談
相
手
は
先

輩
移
住
者
で
、
良
い
所
も
悪
い
所
も
、
あ

る
も
の
も
な
い
も
の
も
、
包
み
隠
さ
ず
生

の
声
で
お
答
え
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
高
齢
化
に
よ
る
人
口
の
自
然
減
は
あ

り
ま
す
が
、
転
出
者
よ
り
転
入
者
が
多
い

転
入
超
過
、社
会
増
が
続
い
て
き
ま
し
た
。

そ
の
他
、
官
民
協
働
で
の
空
き
家
対
策
、

小
児
医
療
費
や
中
学
校
給
食
費
の
無
償

化
、
小
中
一
貫
教
育
の
推
進
な
ど
、
子
育

て
・
教
育
政
策
に
も
力
を
入
れ
て
き
ま
し

た
。
二
宮
町
が
近
年
「
住
み
た
い
ま
ち
」

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、
海
あ
り

山
あ
り
緑
あ
り
の
自
然
の
豊
か
さ
に
加

え
、
個
性
的

で
魅
力
あ
ふ

れ
る
お
店
や

多
種
多
様
な

イ
ベ
ン
ト
の

開
催
が
あ
り

ま
す
。
町
民

と
の
協
働
に

よ
る
エ
コ

フ
ェ
ス
タ
の

開
催
、
子
ど

も
た
ち
と
発
表
し
た
気
候
非
常
事
態
宣

言
、
そ
し
て
今
年
度
の
、
に
の
み
や
気
候

市
民
会
議
の
開
催
に
結
び
付
き
ま
し
た
。

こ
の
に
の
み
や
気
候
市
民
会
議
は
、
専
門

家
の
方
々
か
ら
、「
全
国
的
に
も
町
レ
ベ

ル
で
開
催
し
て
い
る
自
治
体
は
ま
だ
少
な

い
」、「
コ
ン
サ
ル
を
入
れ
ず
に
自
前
で

や
っ
て
い
る
」、「
参
加
者
の
最
年
少
が
11

歳(

大
体
が
13
歳)

か
ら
」
と
い
う
点
で
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
宮
町
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
や

り
た
い
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
で
す
。
な
ぜ

そ
う
言
え
る
か
と
い
う
と
、実
は
私
自
身
、

移
住
者
で
あ
り
、
35
年
前
に
東
京
都
日
野

市
か
ら
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
夫
と
双
子
の

息
子
た
ち
と
、
二
宮
町
に
転
入
し
て
き
た

か
ら
で
す
。
当
時
、
海
の
見
え
る
所
に
住

み
た
い
と
、
湘
南
の
海
沿
い
の
物
件
を
探

し
、
紹
介
さ
れ
た
の
が
二
宮
町
で
し
た
。

今
、
町
長
で
あ
る
私
が
そ
の
時
言
っ
た
こ

と
は
、「
二
宮
町
っ
て
ど
こ
で
す
か
？
」

東
京
か
ら
見
る
と
、
鎌
倉
、
大
磯
、
小
田

原
な
ど
は
有
名
で
も
「
二
宮
町
」
な
ん
て

聞
い
た
こ
と
も
な
い
。
し
か
し
懐
深
く
お

お
ら
か
で
温
か
い
二
宮
町
で
子
育
て
し
、

生
活
す
る
中
で
、
大
好
き
な
二
宮
町
の
た

め
に
何
か
で
き
な
い
か
と
思
い
、
町
議
会

議
員
を
２
期
８
年
、
県
議
会
議
員
を
１
期

４
年
務
め
た
後
、
町
長
選
挙
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
歴
代
の
町
長

は
、
二
宮
生

ま
れ
か
二

宮
育
ち
で
、

も
ち
ろ
ん

女
性
町
長

も
初
め
て

で
す
。

現
在
３

期
目
で
す

が
、
東
日
本

大
震
災
以

降
続
く
熊
本
地
震
、
北
海
道
胆
振
東
部
地

震
、
能
登
半
島
地
震
な
ど
の
大
震
災
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
実

は
二
宮
町
役
場
庁
舎
は
、
神
奈
川
県
内
で

耐
震
基
準
不
十
分
な
残
り
３
自
治
体
の
一

つ
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
い
つ
来
る
か
わ

か
ら
な
い
大
震
災
に
備
え
て
、
新
庁
舎
建

設
は
急
務
で
す
。
選
挙
の
争
点
に
も
な
り

な
が
ら
、
地
域
現
場
に
出
向
き
、
議
論
を

重
ね
、
最
後
は
ブ
レ
る
こ
と
な
く
、
３
期

目
で
よ
う
や
く
設
計
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し

た
。
ゼ
ロ
だ
っ
た
庁
舎
整
備
基
金
も
計
画

的
に
積
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
、
二
宮
町
は
消
滅
可
能
性
都
市
か

ら
外
れ
ま
し
た
が
、
若
年
人
口
を
近
隣
自

治
体
で
奪
い
合
う
状
況
を
続
け
て
い
て

も
、
や
が
て
立
ち
行
か
な
く
な
る
こ
と
は

目
に
見
え
て
い
ま
す
。
子
育
て
や
教
育
費

の
無
償
化
な
ど
の
給
付
型
政
策
に
よ
る
自

治
体
間
の
競
争
も
限
界
に
近
づ
き
つ
つ
あ

り
ま
す
。

今
、
二
宮
町
で
は
家
で
も
学
校
や
職
場

で
も
な
く
、
自
由
に
交
流
し
、
ほ
っ
と
一

息
つ
け
る
多
世
代
の
第
３
の
居
場
所

「
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
」
が
、
町
民
有
志
の

力
で
次
々
と
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、

町
行
政
、
地
域
と
ど
の
よ
う
に
連
携
し
、

個
人
の
多
様
な
可
能
性
が
実
現
で
き
る

か
、
危
機
感
が
増
す
今
、
ま
さ
に
官
民
の

覚
悟
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
を
ま

ん
な
か
に
「
千
年
続
く
循
環
す
る
ま
ち
づ

く
り
」
へ
の
歩
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

「
消
滅
可
能
性
都
市
」
か
ら
の
脱
却
　

　

│「
千
年
続
く
循
環
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